
　千葉県では中高生が遭った交通事故のうち、自転車が占
める割合は約８割であったと発表しました。安全な自転車走
行環境に向けて自転車通行帯を整備すべきだと長年議会で
訴えてまいりましたが、八千代市では初めて勝田台駅北口
から村上団地内まで設置されました。

　定点監視をする防犯カメラと、市内を走る公用車にドライ
ブレコーダーを搭載することで、トラブル防止と共に、犯罪
抑止の効果がさらに高まる
と考え、公用車へのドライ
ブレコーダーの積極的な搭
載を、平成27年9月議会で
提案しておりましたが、市
が集中管理する公用車全
てに搭載されました。

自転車通行帯設置

八千代東消防署に特別救助隊（レスキュー隊）が新たに設置

マンション耐震診断費用助成制度

　近年自然災害の激甚化と共に大きな問題となっている道
路の陥没事故。様々な原因があるものの、陥没を予見する
ことが難しく、定期的な路面下空洞調査が必要であり市内
緊急輸送道路について計画的に調査を行うよう平成28年
6月議会で訴えてまいりましたが、今年度より八千代市内緊
急輸送道路全56路線について、計画的に路面下空洞調査
を行うこととなりました。 また、広島の土砂災害等が発生す
る中、令和元年9月議会において調査の必要性を訴えてま
いりましたが、今年度市内の大規模盛土造成地調査が実施
されることとなりました。

　人命救助の最前線と言われる特別救助隊ですが、これまで
中央消防署に1隊しか配置されておらず、大規模災害時には
市内中央に流れる新川の西側と東側
で交通が寸断される可能性もあり、東
消防署の建設に合わせて特別救助隊
を配置して頂くよう強く提案してまい
りましたが、この程、市内２隊目となる
特別救助隊が新たに設置されました。

　これまで木造住宅の耐震診断改修に要する費用の一部を
補助する事業は実施しておりましたが、地域の皆様よりマン
ションに対しての同事業の「声」を頂き、令和元年9月議会で
取り上げて以降、地域の皆様と共に取り組んでまいりました
が、今年度より、マンションの安全性の向上や災害に強いま
ちづくりの推進を目的に、分譲マンションの耐震診断に要し
た費用の一部を補助する事業がスタート致しました。

路面下空洞調査・大規模盛り土造成地調査

公用車へのドライブレコーダー設置

～ 安心・安全 ～ ～ 防災・減災 ～

実現力。  皆様から頂きます 「地域の声」 がカタチになりました！
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出会い頭の事故が多発
する交差点へ、路面表
示が設置されました。

危険な交差点にカーブミ
ラーが設置されました。

八千代東高校前道路の
防犯灯が増設。

調整池の設置により、豪
雨災害への備えが強化さ
れました。

村上・上高野地域 勝田台地域

村上団地地域


